
衛星搭載用観測研究機器製作費 

 

０．担当部署 

環境省地球環境局総務課研究調査室 

事業開始年度：平成 10 年度 

 

１．事業目的 

温室効果ガス観測センサー開発、観測を通じて 

・温室効果ガスの全球的挙動の把握 

・気候予測モデルの精緻化（地球温暖化予測精度向上） 

・亜大陸レベルの二酸化炭素吸収排出量の分布の把握、地球温暖化対策 

に貢献。 

 

２．事業概要（誰・何を対象に、どのような方法で、誰がやっているのか？） 

・温室効果ガス観測センサーの開発、衛星（GOSAT）への搭載 

・打ち上げ後の温室効果ガス観測データの検証 

 

３．事業期間・総事業費（事業開始から事業終了（見込み）まで） 

年度 H10 H11 H12 H13 H14 H15 H16 H17 

予算 38 1230 1230 571 250 100 250 400 

 

年度 H18 H19 H20 H21 H22   合計 

予算 390 340 300 180 70   5349 

（単位：百万円） 

 

４．どのような計画や目標をたててやっているのか？その計画や目標の達成度

は？ 

プロジェクトの達成目標をサクセスクライテリアとしてまとめ、開発終了時、

打ち上げ後 1年半後、ミッション期間終了時にそれぞれ評価を行うこととして

いる。達成状況については文部科学省・宇宙開発委員会に報告を行っている。 

 

５．成果及び事業評価 

平成 22年 10 月 13 日に打ち上げ後 1年半後のサクセスクラテリア達成状況を宇

宙開発委員会に報告。この期間に達成すべきクラテリア（エクストラサクセス

を含む）を達成していることが確認された。 

 

資料２－６



【参考】GOSAT サクセスクライテリア

 

※「開発終了時」とはセンサ開発終了時、「ミッション期間終了時」とは打ち上げ後 5年（2014 年 1 月）を差す 

・ミニマムサクセス ： 最低限の目標を達成 

・フルサクセス ： 所期の目標を達成 

・エクストラサクセス ： 所期の目標以上の成果を達成 

 

６、関係省庁との協力体制 

（独）宇宙航空研究開発機構、（独）国立環境研究所、当省の三者により GOSAT

プロジェクトを共同で運用 

 

７、主な委託先とその分担 

国立環境研究所：観測データの検証（H22） 


